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界 において も、華僑研究、華人文学、世界華商研究 とい うように、類似の表現 と
区分が存在する。本章では、まず これ らの基本概念 を整理 してお くことに しよう。
1「 中国人」 「華僑」、 「華人」
「中国人(Chinese)」:一般的 に中国人 というと、中華の血統を持つ 中国籍 の人 ・々
で ある と考 えられている。 日本 の外務省や法務省 など官側 の統計にで もまた、「在
日中国人」は、中国籍 を有 し、日本に生活す る者 を指す。ただ し、マス コミなどでは、
来 日の時期、滞在期間お よび身分 を問わず、一律 「中国人」 と呼称する傾向がある。
この場合 の 「中国人」 は、必ず しも中国籍 を持つ とは限 らず、曖昧 に中国系 の人 々
を指す時 もあ る。
中国では現在、政府に よって公的に承認 され る民族が漢族 を含めて56存在する。
彼 らはみな中国籍 を持つ 中国の国民である。彼 らは実際 には各 自の民族 アイデン
テ ィテ ィを もっているの だが、海外 に行 くとまず 中国人 と して見 られ またそう呼
ばれ る。 ところが、少数民族はむ しろ中国国民 と してで はなく民族 の一員 として
の意識が強いので、彼 らは海外では 自己を 「～～族」または 「中国か ら来 た～～族」
と自己紹介す るケース も少 な くない。 また、1980年代以降、非 中国人が中国籍 を
取得す るケース も増加 しているため、「中国人」 とい うカテ ゴリーは ます ます複
雑 になっている。 よって本稿 では、「中国人」 を、漢族が対外 的に 自己の所属 を
表す語 であると規定す る。
「華僑(OverseasChinese)」日本人 にとって 「華僑」はあま りなじみのな
い用語 であるが、 日本で出版 された 『華僑 ・華人事典』 では、この語 を 「中国人、
よ り広 くは中国系 人で、海外 に居留す る人々を中国漢語で包括的 に総称 し 『華僑』
と表現す る」 と解釈 している[可 児 ・斯波 ・游2002:105]。同様 に現在の中国で
も、華僑 は、「旅居 国外 的中国人(国 外 に在住す る中国人)」とい う解釈[中 国社
会科学院2005:585]がある ように、中国籍 を持 ちなが ら長年海外 に居住 してい
る中華系の人々及び彼 らの子孫 を指す語 となっている。
そ もそ も、 この語の始 まりは、清王朝期(A.Cl616年一1911年)にある とされ
ている。1870～80年代 、海外 に居留す る商民に関す る管理用語である 「僑居華民」
か ら二字 をとって形成 された熟語で、その後、この語は漢語 圏に定着 した[可 児・




さとへの強い郷愁の念を抱 き、祖先の地の人々との血縁 ・地縁関連を重ん じる傾
向が特徴 ととして挙げられる。海外に移住 した人々は、故郷 とのネットワークを
活用して商業などを営み成功するケースが多い。そういうわけで、華僑は、長年
にわたり故郷へ送金した り、投資して企業をつ くった りしてきた。彼 らの送金及
び投資は、故郷の一族や親戚たちの生活及び地域経済を支える重要な外部資金源
となってきた。
なお、『中国大百科全書』には 「華僑」や 「華人」の項 目を掲載 していないが、







多 く、本稿が扱う日本在住の中華系の人々は、普通 「日本華僑」、「旅 日華僑」と
呼ばれる。
「華人(EthnicChinese)」『広辞苑』では、「華僑」の項 目はあるが 「華人」
































の移民法改正を境 目とし、それ以前 に来た移民は老華僑 とされる。それに対 し
て、日本では第二次世界大戦を両者 を区分する境 目としてお り[可児 ・斯波 ・游
2002:846]、第二次世界大戦以前に主に大陸から来た華僑の人々を 「老華僑」ま
たは 「旧華僑」、それ以降に台湾から大量に来日した人々を 「新華僑」と呼び分













をサポー トした り、移住元および移住先の情報を交換する場 を提供 した りした。
こうして、海外生活が長 くとも一族や同郷者との連帯感を維持することが可能で
あったため、「老華僑」の一世 と二世は故郷への帰属意識が強 く、祖国の国籍に
こだわっていた。 したがって、「老華僑」は、惜 しげもなく故郷に対 して金銭的 ・
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中国で は1949年以後、国民が 自由に海外 に行 き来す ることに制 限を加 えてい
た。 こうした出国制限は、政治運動の終焉 によ り1970年代末に解禁 された ものの、
解禁後 に最初 に海外 に出た人々は、故郷か ら親戚 を頼 って出国す るのでな く、そ
のほ とんど都市で成功 したエ リー トたちが新たな環境 を求めて海外 に出て行 くと
いった ものであった。
日本 入国管理局 は、1980年代 に中国か ら入国 した者 の数値 的急 変 は、1930年
代以 来の ものであ った と発表 している。 た とえば1960年代末、大陸 中国か らの
入 国者数が5,000人に満 たなか ったの に対 し、1980年には!8,336人(この統計 の
なか には台湾か らの165,708人の移住者 と香港 か らの32,239人の移住者 は含 まれ
ていない)に まで増加 した。つ ま り、1960年代末か ら1980年の約10年 間で、年
間移住者が3.7倍増 えた計算 になる。 さらに、2000年には385296人(この統計
の なか には台湾か らの944,029人の移住者 と香港か らの49,423人の移住者 は含 ま
れていない)に まで増加 してお り、1980年か らの20年 間で21倍 も増 えた。 この
中には短期 で来 日 した者 も含 まれているが、長期滞在者 と移住者 の数 は大幅 に増
大 したことは、以上のデー タか らも見て取 ることがで きる。
1980年代以後、中国の改革 ・開放政策によって大量 に海外 に出て きた新移民 は、
まずは留学 とい う形 をとって きた。 それ ゆえ、 この時期 の来 日者 には出国前にす
でに大学や修士課程な どを卒業 した高学歴者 も少 な くなかった。彼 らは血縁 の宗
族 ネ ッ トワー クや地縁 の同郷組織 をさ して頼 らず に出国 してお り、「老華僑」 の
同郷組織ではな く、日本の大学や大学院 と関わって きた。また、彼 らは、学位 を取 っ
てか ら日本社会の企業 や研究 ・教育機関で職 を得 るか、友人間でベ ンチャー企業
を起 こした りして きた。
!980年代以後 に海外か ら移住 して きた人 々は、人数的に も性質的に も 「老華僑」
とかな り違 うため、次第に違 う集団 とみ なされ、「新 しい華僑」 とい うカテゴリー
として呼称 されるようになった。 これに より、第二次世界大 戦直後 に主 に台湾か
ち来 日した人々を 「新華僑 」 とす るかつ ての 区別 は消 え、かつて 「新華僑」 とみ
な されてきた人々は 「老華僑」の カテ ゴリーに転換 された。
1980年代初期に海外か ら来た 「新華僑」 たちは現在 、二世が成人 し三世 まで生
まれ、一世 た ちのなか には定年 を迎 える者 も現れてい る。 また、彼 らはいか に、
どこで、 どの ように老後を過 ごすかのか、人生設計の曲が り角 に直面す えるよう
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になっている。 ただ し、「新華僑」 に関す る研 究、お よび彼 らの老後 に関す る調
査研究は重要かつ新鮮 な課題であ るが、本稿 の主 旨で ないため、中華街 の新華僑
進出な ど 「老華僑」 とかかわる部分の叙述に留 める。
以上 に述べ た ように、 中国系の人々は、統合 的に呼 ばれ るか、国籍 の有無や移
住時期 に応 じて呼 び分 け られてい る。 これ らを整理す ると、以下の通 りになるで
あろ う。
(1)統合的な呼 び方は、「中国人Chinese」である。近年は 「華僑 ・華人」 とい う語
も、海外へ移住する人々に対す る総合的な呼び方として使われることもある。
(2)国籍の有無 による呼び分 けには、「華僑」 と 「華人」があ る。 中国籍を有 し長
期 にわた り外 国で生 活す る者 を 「華僑 」(OverseasChinese)、居住 国の国籍
を有する者 を 「華 人」(EthnicChinese)と呼 び分ける。
(3)移住 時期 に応 じた呼 び分 には、「新華僑 」 と 「老華僑」があ る。「老華僑 」 と
い う語 には、二種類 の人 々を含む。す なわち、第一 に、第二 次世界大戦前 に
海外に来た中国系の人々を指 している。 また、第二 に、1980年以前 に海外 か
ら移住 して きた中国系 の人た ちも含む ようになってい る。他方 で、「新華僑」
とい う語 もまた二種類の人 を指 している。第一 に、第二次世界大戦直後に主
に台湾か ら(一 部は台湾 を経由 して来 日 した大 陸系の人々)日 本 に来た人々、
第二に、1980年代以後、主 に大陸か ら来た人々であ る。1980年以後、前者 は「老
華僑」のカテゴ リーに入れ られる ようになったため、現在 この語 は後者 を特
に指す言葉 と化 してい る。
だが、では漢族以外 の中国籍の人 々は海外 で 「華僑 」「華 人」 になるのか、 あ
るいは不法移民 も 「新華僑」の範疇 に入れる ことがで きるのか、 とい う問題が残
されている。 それゆえ、「華僑 ・華人」 に厳密 な定義 を設 けるこ とは、実際 には
難 しい。 したが って、本論 では、漢族以外の 中国籍 の者 もすべて 「華僑 ・華 人」
の範疇 に入れ ると、あえて規定す ることに したい。 また、「老華僑」 と 「新華僑」














華街では、「新華僑」や日本人が経営する店 もあるものの、やは り 「老華僑」の






























いる。調査時に中華街を歩 くと、「老華僑」の方が 「新華僑」たちの経営 して店



















女協会などは現在 も活動 している。これらの組織は、血縁 ・地縁を通 して仲間を
集め、互いの生活を支え合いなが ら、憩いの場所 を提供する場ともなっている。













































「京浜三江公所」 は、1887年(清朝 ・光緒13年 、明治20年)10月 に創 立 され
た、地縁重視 の拡大型 同郷会であ る。 この公所 は、東京 と横浜周辺の 「三江」地
域 出身者 の組織 である と言われ るが、「三江」 の解釈 は人 によって まちまちで あ
る。その他の解釈 として、「三江」 は当初、中国の江蘇(省)・翫江(省)・閾江(閲
は福建の古称)を 指 してお り、その後、安徽(省)の 院江 ・江西(省)の 籟江 ・
湖北省 の漢江 とい う三つの 「江 」(JII)から来 た者が 入会 す るようになったとい
うものである。 しか し、実際に 「三江」が どこを指 して きたかについては、長年






として貸 し出 しをしているため、その賃貸の収入 と6,000円の年会費により公所
の運営が可能となっている。文献資料および調査によると、京浜三江公所では長
年おこなわれてきた 「年中行事」は以下の通りであった。
①元旦の 「新年団拝」:各同郷会 ・同人会の代表は、旧正月の元 日午前に中華













行 う。会員が自由参加できるの も、公所の賃貸の収入を会員の福祉 に使っ
ているためであるという。
昔から公所は、お年寄 りや一般の会員たちに常時開放 している。会員は自由に










.華街では規模の大 きい同郷組織の1つ である。この同郷会も他の同郷組織と同 じ
く毎年、「新春聯歓懇親会」を開 く。ほかに、清明節の際の中華義荘の墓参 りと 「公
祭受難先友」の祭祀行事を、年中行事 としてとり行っているという。また、会員
の帰郷旅行も会の仕事として主催する。








よってではなく、60歳の 「甲子(還 暦)」祝いを過 ぎたか否かによって老人を規
定していた。また、60歳で定年するとか仕事を辞めるという意識はあまりなかっ























































































大 して差がない。 しか し、よく見てみると、墓石の 「○○家の墓」 と記載される












の横浜華人が死後 「仮埋葬」される場所であった。だが、1866年10月に米 ・独 ・













一度棺を 「太平船」と呼ばれる 「帰葬船 ・枢船」に載せて中国へ運んでいたよう
であり、かつては死後3年か ら8年の間に中華会館がまとめて運んでいたことが
分かる。































































てよく知られている。 しか し、「落地生根」の語は、それまでにあまり語 らない
語であった。代々の先祖 より伝えられ、実行されてきた 「葉落帰根」の語は、木
の葉がいずれに落ちて木の根っこに戻るという意味である。これに対 して、ここ




































今 回の調査で は、中華 街の多 くの方 々にお世話 にな りました。皆様 のお蔭で、 中華 街の老華僑の生
活 に関する初歩的 な考察を まとめ るこ とがで きま した。 イ ンタビューに応 じて くださった方 々、 資料
を提供 して くださった方 々に、心 か ら感謝 いた します。
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注
1)「高齢 化社 会か ら熟年社会へ 一都市形 成過程におけ る高齢者 の多様化 とそのセー フテ ィ ・ネッ ト
ワー クの構 築」(首都大学東京 「傾斜 的研 究費による調査」代表者:伊 藤真 首都大学東京都市教養
学部教授)に よる。共同調査の メンバーは:伊藤真(首 都大学 東京教授)、何彬(首 都大学東京教授)、
横 田祥子(首 都 大学東京博 士課程)、横 田浩一(首 都大学東京修士 課程)の 四人であった。
2)本稿 は、2007年に実施 された 「高齢化社会か ら熟年社 会へtt都 市 形成過程 にお ける高齢 者の多
様化 とそのセー フテ ィ ・ネッ トワークの構築 」(首都大学東京 「傾斜的研究費 による調査」代表者:
伊藤真 首都大 学東京都市教 養学 部教授)の 調査報告書 を整理 ・加筆 した ものであ る。
3)70歳以上 の高 齢老華僑 を逐一訪 問 したい と同郷組織 に申 し出たが、 プライバシー保護の ため電話
や住 所 などの個 人情報 を教 えて もらえなか った ため、数名の老 人 しか インタ ビューで きなか った。
高齢者 の状況 を同郷会館等で個別 に調べ ることが で きた ものの、具体 的な数字は得 られなかった。
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